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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 10月 18日 (2006.10.18)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ １ 】
〔 実 施 例 １ １ － お よ び 比 較 例 １ １ － ２ ２ 〕
試 験 片 の 作 成 方 法 ：
　 表 ３ － ４ に 示 し た 配 合 物 を 熱 ロ ー ル で ２ ０ ０ ℃ に お い て ５ 分 間 混 練 し 、 熱 プ レ ス で ２ ０
０ ℃ に お い て ３ 分 間 プ レ ス し て 得 た 板 状 成 形 体 を カ ッ タ ー で 所 定 の 寸 法 の 試 験 片 に 切 り 出
し た 。
難 燃 性 試 験 ：
　 Ｕ Ｌ － ９ ４ 垂 直 難 燃 試 験 法 に 準 拠 し て 行 っ た 。 試 験 片 は 長 さ １ ２ ５ ｍ ｍ 、 幅 １ ２ ． ５ ｍ
ｍ 、 厚 さ ３ ． ２ ｍ ｍ で あ る 。 Ｖ － ２ に 合 格 し な い も の を Ｎ ． Ｒ ． （ Ｎ ｏ ｔ 　 Ｒ ａ ｔ ｉ ｎ ｇ
） と し た 。
曲 げ 試 験 ：
　 Ａ Ｓ Ｔ Ｍ － Ｄ ７ ９ ０ に 準 拠 し て 曲 げ 強 さ と 曲 げ 弾 性 率 を 測 定 し た 。
結 果 ： 得 ら れ た 結 果 を 表 ３ － ４ に 示 す 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ２ 】

２ ０
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【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
〔 考 察 〕
　 実 施 例 １ １ － の 成 形 体 は す べ て Ｕ Ｌ － ９ ４ Ｖ － ２ を 達 成 し た 。 比 較 例 １ １ － １ ８ は
金 属 フ タ ロ シ ア ニ ン を 添 加 し な か っ た こ と を 除 き 実 施 例 １ １ － １ ８ に 対 応 し て い る が 、 Ｕ
Ｌ － ９ ４ Ｖ － ２ を 達 成 し な か っ た 。 金 属 フ タ ロ シ ア ニ ン を 添 加 せ ず に 臭 素 系 難 燃 剤 の 添 加
量 を 増 量 し た 比 較 例 １ ９ ， ２ ０ に お い て は 、 対 応 す る 実 施 例 １ ９ ， ２ ０ に 比 較 し て 難 燃 性
に お い て 劣 っ て い た 。 比 較 例 ２ １ は 比 較 例 １ １ に 使 用 し た 臭 素 系 難 燃 剤 を 増 量 し た 例 で あ
る が 、 使 用 し た 難 燃 剤 の 熱 安 定 性 に 問 題 が あ る た め 所 望 の 難 燃 性 レ ベ ル は 得 ら れ る も の の
成 形 物 の 機 械 的 物 性 が 低 下 し た 。 比 較 例 ２ ２ は 銅 フ タ ロ シ ア ニ ン は 難 燃 性 の 増 強 に 効 果 が
な い こ と を 示 し て い る 。
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